
台北駅

台北車站

台湾最大のターミナル
台北駅は、台湾鉄道（台鉄）、台湾高速鉄路（台湾高鉄）、
台北捷運、桃園捷運の鉄道四社五路線が集まるターミナル
駅で、駅付近には中長距離バスや市内バスのターミナルも立
地する台北の中央駅、そして台湾を代表する駅です。鉄道や
バスの乗換え拠点というだけではなく、台鉄台北駅構内や地
下街は巨大なショッピングエリアとなっており、また駅周辺は
交通の利便性を生かしてデパートや商店、宿泊施設が密集し
ており、台北市西区の商業的中心として知られています。

清朝時代、劉銘伝によって台湾に鉄道の建設が進
められました。1887年、台北と基隆をむすぶ鉄道
の建設が進められ、翌年には台北から錫口（現在
の松山付近）まで開業、1891年には台北から基隆
までの路線が完成しました。一方、台北から南に
向かう鉄道の建設も進められ、1891年には桃仔
園（現在の桃園付近）まで、1893年には新竹まで
の路線が完成しました。当時の台北駅は、現在の
台北駅よりやや西北側（捷運北門駅北側）の、大
稲埕と呼ばれる地区にありました。日清戦争後、日
本の統治が始まり、1901年に台北駅は現在の位
置に移転しました。旧台北駅と現在の台北駅の中
間地点には、清朝時代の台北府城の城門である 
北門 があり、北門の南側には台北郵便局、北側に
は台湾総督府鉄道部（現在の台湾博物館北門園
区）が置かれました。台北駅を含めたこのエリアは、
19世紀から20世紀にかけての大きな変化を経験し
た場所でもあります。現在の台北駅は、1989年の
台鉄の地下化と同時に造られた駅舎です。1997
年に捷運淡水線が、1999年に板南線が、2007年
に台湾高鉄が、2017年に桃園捷運が開業したこ
とで、駅としての重要度はさらに増し、駅周辺の高
架道路の撤去などの環境整備も行われました。将
来的には台北駅北側の大規模な再開発が予定さ
れており、台湾における台北駅の重要性はさらに
大きくなると考えられます。

西区は変化を続ける台湾の象徴

2.

台北駅は、台北市のやや西寄りに位
置し、西側には龍山寺を中心とする
萬華エリア、北側には大稲埕エリア、
南側には総統府など官公庁が広が
るエリアがあり、これらのほぼ中心に
位置しています。台北駅を中心とす
るエリアは西区と呼ばれ、忠孝復興
駅を軸とする東区、新都心である信
義区とならび、台北の経済とショッ
ピングの中心地です。
台鉄、高鉄、捷運やバスなどの乗り
換え拠点であると同時に、これらの
駅間をつなぐ広大な駅構内や地下
街には、フードコートやコンビニ、薬
局、郵便局、さらには書店や携帯電
話ショップなど多種多様な店が充実
しています。駅北側にある台北地下
街（Y区）は捷運北門駅に、中山地下
街（R区）は捷運中山駅まで繋がって
おり、両地下街にもそれぞれ多くの
店が立ち並んでいます。

台北随一の
ショッピングスポット

1.

現在の台北駅は、清朝時代の台北駅から数
えて四代目であるとされています。台湾風と
も中華風とも言われる大きな屋根を載せ、
駅中央には6階分の高さに相当するホールが
設置され、普段は市民の憩いの場として、ま
た時には物産展などの催事に利用されてい
ます。台北駅には、台湾を代表する名店や
日本をはじめ海外からも多くの出店があるほ
か、台湾の駅弁である台鉄便當の販売店も
いくつかあります。ひとつ300円程度で購入
できる素朴な弁当は、台湾人にとって重要な
心象風景のひとつです。また近年は、台北
駅周辺はインドネシアなどの東南アジアから
来た新住民と呼ばれる人々が集まるスポット
になっています。台北地下街にはインドネシ
アなどの商品が手に入るスーパーマーケット
があるほか、駅の東北側にはインドネシア料
理店もあり、特に日曜日には多くのインドネ
シア人が集まってきます。台北駅は、台湾、
中国、日本、インドネシア、そして過去、現
在、未来が交差する場であり、台湾や世界
の 多様性を考えられる場ともなっているの
です。

台湾の多様性を
肌で感じられる場所
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